
022014年 1月★2月号

ドーファン学長によるプレゼン風景 河合局長によるプレゼン風景

ワーキング・ディナーにおける意見交換

Special Edition 特集1
Special Edition

総務部・経済産業部

　

内
閣
府
は
、
12
月
６
日(

金)

〜
12
月
７

日(

土)

、
製
薬
会
社
の
幹
部
の
方
々
に
沖

縄
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
（
沖
縄
力
）
を
実
体

験
い
た
だ
く
た
め
、「
沖
縄
力
発
見
ツ
ア
ー
」

を
実
施
し
ま
し
た
。
ツ
ア
ー
で
は
、
沖
縄

科
学
技
術
大
学
院
大
学
や
琉
球
大
学
等
の

「
知
の
基
盤
」
の
形
成
状
況
を
見
て
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
の
沖
縄
へ
の
投

資
促
進
や
新
た
な
産
業
の
創
出
・
振
興
に

つ
い
て
、
地
元
の
製
薬
・
医
薬
関
連
企
業

の
方
々
や
大
学
研
究
者
の
方
々
と
の
意
見

交
換
も
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

沖
縄
力
発
見
ツ
ア
ー
の
初
日
（
６
日
）
は
、

県
外
か
ら
参
加
さ
れ
た
13
社
の
幹
部
の

方
々
と
、後
藤
田
内
閣
府
副
大
臣
、川
上
沖

縄
県
副
知
事
、県
内
経
済
界
関
係
者
、県
内

製
薬
・
医
療
関
連
企
業
等
の
方
々
と
の
間
で

ワ
ー
キ
ン
グ
・
デ
ィ
ナ
ー
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

ワ
ー
キ
ン
グ
・
デ
ィ
ナ
ー
の
冒
頭
、
後

藤
田
副
大
臣
か
ら
、「
本
ツ
ア
ー
を
契
機
と

し
て
、
我
が
国
の
製
薬
会
社
と
沖
縄
県
の

産
業
界
と
が
互
い
に
力
を
合
わ
せ
、
沖
縄

科
学
技
術
大
学
院
大
学
・
琉
球
大
学
・
沖

縄
工
業
高
等
専
門
学
校
等
を
核
と
し
た
知

的
・
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
の
形
成
、
沖
縄
へ

の
投
資
促
進
や
新
た
な
産
業
の
創
出
・
振

興
な
ど
、
沖
縄
経
済
の
ま
す
ま
す
の
発
展

に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
を
祈
念
し

ま
す
。」
と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
意
見
交
換
に
先
立
っ
て
、
河
合

沖
縄
総
合
事
務
局
長
か
ら
、「
成
長
す
る
ア

ジ
ア
の
中
心
に
位
置
す
る
沖
縄
」
に
つ
い

て
、
ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
ド
ー
フ
ァ
ン
沖
縄
科

学
技
術
大
学
院
大
学
学
長
か
ら
、「
沖
縄
科

学
技
術
大
学
院
大
学
の
成
り
立
ち
と
産
学

官
連
携
活
動
」
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

ワ
ー
キ
ン
グ
・
デ
ィ
ナ
ー

視
　
察

　

翌
日
（
７
日
）
は
、
う
る
ま
市
所
在
の

沖
縄
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
研
究
セ
ン
タ
ー
、

沖
縄
健
康
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
研
究
開

発
セ
ン
タ
ー
、
沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大

学
、
那
覇
空
港
新
貨
物
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル

を
視
察
し
ま
し
た
。

製薬会社による

を実施「沖縄力発見ツアー」
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沖縄科学技術大学院大学での説明風景 沖縄ライフサイエンス
研究センター視察

研究者及びバイオ企業等とのディスカッション

琉球大学医学部との意見交換

那覇空港新貨物ターミナルビル視察

琉
球
大
学
医
学
部
と
の
意
見
交
換

ツ
ア
ー
参
加
者
か
ら
の
声

研
究
者
及
び
バ
イ
オ
企
業
等

と
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　

ツ
ア
ー
参
加
者
か
ら
は
、

○
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
に
求
め
る
の
は
ナ
ン

バ
ー
ワ
ン
で
は
な
く
、
ユ
ニ
ー
ク
、
競

争
優
位
性
で
あ
り
、
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
で

　

琉
球
大
学
に
お
い
て
は
、
医
学
部
の
研

究
を
紹
介
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
ゲ

ノ
ム
コ
ホ
ー
ト
研
究(

疾
病
等
の
関
連
要

因
に
対
す
る
追
跡
調
査)

や
沖
縄
に
お
け

る
疾
病
等
の
状
況
に
つ
い
て
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。

　

医
学
部
の
先
生
方
か
ら
は
、「
沖
縄
の
特
徴

で
あ
る
島
嶼
性
は
、ゲ
ノ
ム
コ
ホ
ー
ト
研
究

で
は
他
地
域
よ
り
優
位
性
が
あ
る
。」「
肥
満

予
防
に
は

玄
米
の
成

分
が
有
効

で
、
そ
の

成
分
を
同

定
し
医
療

応
用
を
目

指
し
て
研

究
し
て
い

る
。」
な

ど
の
話
が

あ
り
ま
し

た
。

沖縄健康バイオテクノロジー
研究開発センター視察

　

沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学
に
お
い
て

は
、
共
同
研
究
等
に
向
け
た
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。

　

地
元
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
か
ら
は
、
以

下
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

○
安
く
て
高
品
質
の
ワ
ク
チ
ン
を
作
る
技

術
は
確
立
し
た
が
、
生
産
す
る
の
は
小

さ
な
企
業
で
は
難
し
く
、製
薬
メ
ー
カ
ー

と
組
ん
で
世
界
的
な
展
開
を
し
た
い
。

○
沖
縄
は
ア
ジ
ア
に
近
く
、
お
互
い
に
親

近
感
を
持
っ
て
い
る
。沖
縄
に
研
究
所
が

あ
れ
ば
沖
縄
だ
け
で
は
な
く
ア
ジ
ア
の

シ
ー
ズ
も
活
用
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

あ
る
。
何
が
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
な
の
か
を

見
せ
て
く
れ
れ
ば
薬
品
メ
ー
カ
ー
と
し

て
は
興
味
が
出
て
く
る
。

○
ア
メ
リ
カ
が
突
出
し
て
い
る
の
は
、
ベ

ン
チ
ャ
ー
と
ア
カ
デ
ミ
ア
の
連
携
。
最

後
の
創
薬
の
部
分
は
膨
大
な
金
と
人
が

必
要
に
な
る
こ
と
か
ら
、
ベ
ン
チ
ャ
ー

企
業
の
ア
イ
デ
ィ
ア
と
人
を
い
か
す
方

向
に
あ
る
。ア
カ
デ
ミ
ア
の
研
究
を
ベ
ン

チ
ャ
ー
が
い
か
し
、ア
カ
デ
ミ
ア
に
戻
す

と
い
う
仕
組
が
必
要
に
な
っ
て
い
る
。

○
ワ
ク
チ
ン
の
良
さ
は
、
化
学
物
質
と
は

違
っ
て
副
作
用
と
い
う
点
で
非
常
に
安

定
し
て
い
る
と
い
う
点
。
活
路
は
ワ
ク

チ
ン
に
も
あ
る
の
で
、
飛
び
つ
け
る
よ

う
な
取
組
を
期
待
し
た
い
。

　

と
い
っ
た
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

内
閣
府
で
は
、
今
回
の
沖
縄
力
発
見
ツ

ア
ー
で
頂
い
た
様
々
な
方
々
の
ア
ド
バ
イ

ス
、
お
声
を
今
後
の
取
組
に
い
か
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。


